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松 本 市 人 権 関 連 施 策 一 覧        

 

【人権共生課】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

松本市 

差別撤廃

人権擁護

審議会 

１ 目的 

市長の諮問に応じ、人権行政について調査 

審議するもの 

２ 会議 

審議会１１月１日（月）開催 

｢人権施策取組み状況、人権相談事業、パート

ナーシップ宣誓制度」 

１ 目的 

   市長の諮問に応じ、人権行政について調査 

審議するもの 

２ 会議 

   審議会開催 ８月８日（月）開催予定 

  ｢人権施策取組み状況、条例改正」 

人権教育

啓発事業 

１ 広報まつもとによる啓発 

・パートナーシップ宣誓制度特集号（６月号） 

・人権啓発特集ページ（１１月号） 

２ 出前講座他 

⑴ 職員研修（職員課報告にあり） 

⑵ 出前講座 

性の多様性 

（参加者 全１５回 ５７４名） 

 

 

 

３ 講演会の開催 

  人権を考える市民の集い 

  令和３年１１月２０日（土） 

Ｍウイング６階ホール 

・小・中学生人権啓発ポスター掲示 

・中学生人権作文コンテスト松本市表彰式 

・入選作文朗読 

・人権啓発講演会 

「女らしく男らしくより自分らしく生きる」  

講師 清水展人 氏 （非営利型一般社団 

法人ＬＧＢＴ協会代表理事）  

（参加者 会場８６名 オンライン１９３名） 

４ 啓発資料の提供 

⑴ 人権啓発ポスター展 

 市内小・中学生から募集した人権啓 

  発ポスター作品を展示 

・令和３年１０月１日(金)～２９（金） 

 長野銀行 大名町支店 

・令和３年１１月５日（金）～１４日(日) 

イオンモール風庭１階 

  ・令和３年１１月２０日（土） 

   Ｍウイング６階ホワイエ 

・令和３年１２月３日(金)～１７日（金） 

Ｍウイング２階ふれあいロビー 

・令和４年１月４日（火）～１６日（日） 

アカデミア館 

１ 広報まつもとによる啓発 

・人権啓発特集ページ（１１月号） 

 

２ 出前講座他 

⑴ 職員研修（職員課報告） 

⑵ 出前講座 

ア 性の多様性 

イ 人権全般 

⑶ 性の多様性小中学校講座 

 ア 小中学生講座 

 イ 教職員研修 

３ 講演会の開催 

  人権を考える市民の集い 

  令和４年１１月１９日（土）開催予定 

・小・中学生人権啓発ポスター掲示 

・中学生人権作文コンテスト松本市表彰式 

・入選作文朗読 

・人権啓発講演会 

 

 

 

 

 

 

 

４ 啓発資料の提供 

⑴ 人権啓発ポスター展 

  市内小・中学生から募集した人権啓発 

ポスター作品を展示予定 

⑵ 人権啓発リーフレット等の配布 

松本市企業人権啓発推進連絡協議会 

加入企業ほかへの配布 

⑶ 人権映画の日（１２回） Ｍウイング３階 

⑷ 人権教育・啓発ＤＶＤの購入、利用促進 

  地域、企業、学校での人権教育・啓発研修 

会等への貸出 

・ＶＨＳ・ＤＶＤ保有数 ２１８本 
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⑵ 性の多様性リーフレット作成（７月） 

関係機関（企業、学校等）へ配布、周知 

 ⑶ 人権映画の日（１２回）Ｍウイング３階 

   （参加者１４１名） 

⑷ 人権教育・啓発ＤＶＤの購入、利用促進 

   地域、企業、学校での人権教育・啓発研修 

会等への貸出 

・ＶＨＳ・ＤＶＤ保有数 ２１２本 

・貸出し本数 ３０本 

５ 地区人権啓発推進事業 

 ⑴ 目的 

市内３５地区人権啓発推進協議会による 

地区内での人権教育・啓発事業の推進 

 ⑵ 活動 

  ア 総会、研修会 

    令和３年８月３日（火） 

「多様性が尊重される活力に満ちたま 

ちを目指して～パートナーシップ宣誓制 

度と多様な性の理解～」 

    「ジェンダーギャップと地域における 

男女共同参画的視点」 

講師 人権共生課職員（参加者３９人） 

  イ 人権同和古文書研究推進事業 

(ｱ) ６月２３日 

 古文書に学ぶ松本領内の被差別部落  

講師 高木美好 氏（参加者２０名） 

(ｲ) １２月１４日、１５日 

古文書に学ぶ松本領内の被差別部落  

講師 高木美好 氏（参加者２６名） 

   (ｳ) ２月１７日、２２日 

     古文書からひも解く松本領内の被差 

別部落～斎藤洋一氏が明らかにしたこ 

と（参加者２０名） 

  ウ 各地区における人権教育・啓発事業の 

   実施 

６ 企業人権啓発推進事業 

  松本市企業人権啓発推進連絡協議会 

 （令和３年６月1日現在 会員２７３社） 

⑴ 目的 

 企業人権啓発推進連絡協議会による 

職場での人権教育・啓発事業の推進 

 ⑵ 活動 

   役員会・総会・企業人権セミナー 

令和３年７月２７日（火） 

「障がい者を締め出す企業はもうからな

い－これからの働き方を考える」 

講師 堀越善晴 氏 

（言語学者、キリスト教文学者） 

   （長野県主催 参加者 約１２０人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 地区人権啓発推進事業 

 ⑴ 目的 

市内３５地区人権啓発推進協議会による

地区内での人権教育・啓発事業の推進 

 ⑵ 活動 

  ア 総会、研修会 

    令和４年８月２日（火） 

  イ 人権同和古文書研究推進 

    （学習会５回） 

  ウ 各地区における人権教育・啓発事業の 

   実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 企業人権啓発推進事業 

  松本市企業人権啓発推進連絡協議会 

 （令和４年７月１日現在 会員企２６２社） 

⑴ 目的 

 企業人権啓発推進連絡協議会による職 

場での人権教育・啓発事業の推進 

 ⑵ 活動 

   役員会・総会・研修会 

  令和４年７月２１日（木）予定 

  「休職者を出さない職場づくりと復職支 

援」 

    講師 伊藤かおる 氏 

      （㈱コミュニケーションズ・アイ） 
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⑶ 人権啓発講座 

  第１回 令和３年８月２４日（火） 

  演 題 企業ネットトラブル 

～ネット時代の人権問題や人権擁護～ 

講 師 南澤信之 氏 

（一般社団法人ｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄ総合研究所所長）  

（参加者 会場６名、オンライン６名） 

第２回 令和３年９月２７日（月） 

演 題 性の多様性理解・ＬＧＢＴ当事者

の思い～企業の立場から、性的マイノ

リティに対する理解について～ 

講 師 長岡春奈 氏 

（ＬＧＢＴ啓発講演家） 

（参加者 会場８名、オンライン１０名） 

第３回 令和３年１０月２６日（火） 

演 題 他者との関わり方がわからない人

へ 言葉を越えて対人関係を良好に築

く～心で繋がる“あなたも、私もハッピ

ー”～ 

  講 師 小松万佐子 氏 

（くれたけ心理相談室） 

(参加者 会場１２名、オンライン１０名） 

第４回 令和３年１１月２９日（月） 

演 題 ハラスメントと被害への対処法 

～パワハラ、セクハラ、不当解雇等の

事例について～ 

講 師 李栄愛 氏（あい法律事務所） 

 （参加者 会場１４名、オンライン７名） 

第５回 令和４年１月２４日（月） 

演 題 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄによる人権侵害防止 

 講 師 南澤信之氏 

（一般社団法人ｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄ総合研究所所長） 

（参加者 会場３７名 オンライン１５名） 

⑷ 松本山雅ホーム開幕戦 

松本市政ＰＲブース出展 

  パートナーシップ宣誓制度周知活動 

  オリジナルデザインウエットティッシュ 

７００個配布 

⑶ 人権啓発講座 開催予定 

 第１回 ８月１８日(木) 

テーマ 性的マイノリティ 

講 師 松岡 宗嗣 氏 

一般社団法人Fair代表理事 

  第２回 ９月２７日(火) 

  テーマ 障がい者の人権について考える 

講 師 猪俣 竜 氏 

    長野県ヘルプマークディレクター 

    長野県教育委員会人権教育講師 

派遣事業 講師 

    ＳＯＮＰＯﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社 

第３回 １０月１９日（水） 

テーマ 働き方改革・ワークアンドライフ 

バランス 

講 師 柄沢 康史 氏 

柄沢労働事務所 社会保険労務士 

第４回 １１月２９日（火） 

テーマ セクハラ・パワハラについて 

講 師 厚生労働省 長野労働局 

雇用環境・均等室職員依頼予定  

多文化 

共生推進

事業 

１ 目的 

  日本人も、外国にルーツを持つ人も共に、豊 

かで安全に暮らせる多文化共生社会の実現を 

目指し、多文化共生推進プランの施策を推進 

するもの 

２ 活動実績 

 ⑴ 多文化共生推進プランの進行管理 

   多文化共生推進協議会の開催（２回） 

 ⑵ 多文化共生推進プラン施策の実施 

  ア 地域社会 

   (ｱ) 出前講座 ３回３８人参加 

１ 目的 

  日本人も、外国にルーツを持つ人も共に、豊 

かで安全に暮らせる多文化共生社会の実現を 

目指し、多文化共生推進プランの施策を推進 

するもの 

２ 活動実績 

 ⑴ 多文化共生推進プランの進行管理 

   多文化共生推進協議会の開催（２回） 

 ⑵ 多文化共生推進プラン施策の実施 

  ア 地域社会 

   (ｱ) 出前講座の実施 
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   (ｲ) キーパーソン登録者６８人 

(ｳ) 多文化共生フォーラム６７人参加 

  イ コミュニケーション 

   (ｱ) 多言語生活ガイドブックの周知 

   (ｲ) 庁内文書の翻訳及び通訳の派遣 

   (ｳ) ポルトガル語相談員の配置 

      毎週月曜日から金曜日 

      午前９時半～午後３時半 

  ウ 教育・子育て 

   (ｱ) 子ども日本語教育センターでの日

本語指導（学校教育課） 

   (ｲ) 進学前ガイダンス（学校教育課） 

  エ 暮らし 

（ｱ） 災害多言語支援センター設置訓練の 

実施 

(ｲ) 多言語防災ハンドブックの周知 

(ｳ) 就労定着支援研修の周知 

 ⑶ 多文化共生プラザの設置運営 

  ア 相談件数 １，４５５件 

  イ 多言語相談者数 延べ３８２人 

  ウ イベント 延べ２７６人参加 

   (ｲ) キーパーソン登録の推進 

  イ コミュニケーション 

   (ｱ) 多言語生活ガイドブックの周知 

   (ｲ) 庁内文書の翻訳及び通訳の派遣 

   (ｳ) ポルトガル語相談員の配置 

      毎週月曜日から金曜日 

      午前９時半～午後３時半 

  ウ 教育・子育て 

   (ｱ) 子ども日本語教育センターでの日

本語指導（学校教育課） 

   (ｲ) 進学前ガイダンス（学校教育課） 

  エ 暮らし 

  （ｱ） 災害多言語支援センター設置訓練の 

実施（長野県と共催） 

(ｲ) 多言語防災ハンドブックの周知 

(ｳ) 就労定着支援研修の周知 

 ⑶ 多文化共生プラザの設置運営 

 ⑷ 地域日本語教育推進事業の実施 

   地域日本語教室の開催 

女性セン

ター 

相談事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 面接相談 

  心の悩みや夫婦の問題等生活全般につい 

 て相談員による相談を実施。 

  時間 午後１時～午後４時 

  ※第４金のみ午後４時～午後７時 

  （月・火・木・金） 

  相談件数 ２４６件（前年２０７件） 

２ 電話相談 

⑴ 電話相談 

心の悩みや夫婦の問題等生活全般につい

て、相談員による相談を実施。 

  時間 午前９時～正午 

  （毎週火・金、第１・３水） 

  相談件数 １５３件（前年１５９件） 

⑵ 男性電話相談 

  仕事や人間関係等の悩みで生きにくさを感

じている男性に対して、男性相談員による電

話相談を実施。 

 時間 午後５時～８時 

 （毎月第２、３、４火） 

 相談件数 ２４件（前年４７件） 

３ 女性弁護士相談 

  法律について女性のための女性弁護士によ

る相談を実施。 

  毎月第２火・第４月曜日  

午後１時３０分～午後３時３０分 

  相談件数 ７７件（前年８４件） 

１ 面接相談 

  心の悩みや夫婦の問題等生活全般につい 

 て相談員による相談を実施。 

  時間 午後１時～午後５時 

  ※第４金のみ午後４時～午後７時 

  （月・火・木・金） 

２ 電話相談 

  令和３年度と同じ日程で実施予定 

３ 女性弁護士相談 

  令和３年度と同じ日程で実施予定 
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【行政管理課・平和推進課】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

松本市平

和祈念式

典 

１ 趣旨  

松本市平和都市宣言が目指す「核兵器の廃

絶と戦争のない明るい住みよいあすの郷土」

づくりを進めるため、平和祈念碑「平和の誓

い」のもとに市民が集まり、平和の尊さを次世

代に継承し、世界恒久平和の実現を祈念する

ため開催したもの 

２ 期日  

令和３年８月１５日（日） 

３ 会場  

あがたの森公園平和ひろば平和祈念碑前及

びあがたの森文化会館講堂 

４ 内容  

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か

ら、規模を縮小して開催。 

黙とう、平和都市宣言朗読、平和への思い発

表、平和の集い（こども未来委員会による発

表、戦場カメラマン渡部陽一氏による講演） 

５ 参加者  約１００名 

１ 趣旨 

松本市平和都市宣言が目指す「核兵器の廃

絶と戦争のない明るい住みよいあすの郷土」

づくりを進めるため、平和祈念碑「平和の誓

い」のもとに市民が集まり、平和の尊さを次

世代に継承し、世界恒久平和の実現を祈念す

るため開催するもの 

２ 期日 

令和４年８月１５日（月） 

３ 会場 

あがたの森公園平和ひろば平和祈念碑前及

びあがたの森文化会館講堂 

４ 内容 

黙とう、平和都市宣言朗読、平和への思い

発表、平和の集い 

５ 参加想定人数 

約２４０名 

広島平和

記念式典

等参加事

業 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中

止としました。 

１ 趣旨 

原爆が投下された被爆地広島を訪れ、広島

市が８月６日に開催している平和祈念式典に

参加することで、戦争の悲惨さ、原爆の恐ろし

さ、平和の尊さを実感し、平和意識高揚を図る

もの 

２ 期日 

令和４年８月５日（金）・６日（土） 

３ 参加者 

中学生２２名（中学校２３校代表者各１名） 

※安曇中学校、大野川中学校から地区で１名 

４ 内容 

広島平和記念資料館の見学、被爆体験者講

話、広島平和記念式典への参加、体験記録集の

作成 

小中学生

平和ポス

ター展 

 新型コロナウイルス感染拡大防止及び小中学

校の臨時休業措置のため、中止としました。 

 

平和三行

詩展 

 １ 趣旨 

平和に関する三行詩を募集・公開し、平和の

尊さやいのちの大切さ、戦争の悲惨さなどを、

改めて多くの皆さんに考えていただく機会を

設け、平和の連鎖を継続させるもの 

２ 期日 

令和４年６～７月（予定） 

３ 内容 

平和三行詩の募集、入選者１２名の表彰式、

まつもと平和ミュージアムへ全作品掲載 
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オンライ

ン平和 

学習 

 １ 趣旨 

戦争体験者や平和資料館学芸員等を講師と 

したオンライン講話を行い、より多くの中学

生へ平和学習の機会を設けるもの 

２ 期 日 

  未定 

３ 対 象 

  実施受入申込みのあった中学校３校 

４ 内 容 

  中学生を対象に、戦争体験者や平和資料館 

学芸員等を講師としたオンライン講話を開催 

その他、小中学校へ実施方法等の周知 

松本ユー

ス平和ネ

ットワー

ク 

１ 趣旨 

若者が平和について考え、学習し、発信す

る活動を行います。 

２ 期日 

通年 

３ 内容 

平和資料コーナー（中央図書館）展示 

 

１ 趣旨 

若者が平和について考え、学習し、発信する 

活動を行います。 

２ 期日  

通年 

３ 内容 

  まつもと平和ミュージアム掲載内容の考案 

その他、メンバー発案による活動実施 

親子平和

教室 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中

止としました。 

 

 

 

【職員課】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

職員研修 

 

 

１ 内容  人権・男女共同参画 

２ 期日  令和３年５月１０日（月） 

３ 対象  新規採用職員（９７名） 

４ 講師  人権共生課職員 

１ 内容  障害のある方への対応 

２ 期日  令和４年４月１８日(月) 

３ 対象  新規採用職員 

４ 講師  障がい福祉課職員 

職員研修 １ 内容  障害のある方への対応 

２ 期日  令和３年４月２２日(木) 

３ 対象  新規採用職員（９７名） 

４ 講師  障害福祉課職員 

１ 内容  男女共同参画 

２ 期日  令和４年６月６日（月） 

３ 対象  新規採用職員 

４ 講師  人権共生課職員 

 

職員研修 １ 研修名  障害者差別解消法・あいサポー 

ター研修 

※ 新型コロナウイルスの影響により中止 

１ 研修名 障害者差別解消法・あいサポー 

ター研修 

２ 期日  令和４年８月２３日（火） 

３ 対象  全職員（部課長人権研修対象） 

４ 講師  障がい福祉課職員 

職員研修 

 

 

 

１ 研修名  人権研修 

２ 内容、期日、講師 

 ⑴ 外国人住民等へ伝えるためのコミュニケ

ーションの秘訣を習得するもの。 

   令和３年８月５日(木) 

   全職員（部課長人権研修対象） １２名 

   中信多文化共生ネットワーク 佐藤佳子 

氏 

１ 研修名  人権研修 

２ 内容、期日、講師 

 ⑴ 外国人住民等へ伝えるためのコミュニケ

ーションの秘訣を習得するもの。 

   令和４年８月３１日(水) 

   全職員（部課長人権研修対象）  

   未定 

 ⑵ 性的少数者への正しい理解を深めること
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 ⑵ 性的少数者への正しい理解を深めること

を目的に、多様な性のあり方等について学

ぶ。 

   令和３年５月１４日(金)、５月２４日

(月)、７月６日（火）、７月１２日（月）  

  全職員（部課長人権研修対象）９６名 

  特定非営利法人ＳＨＩＰ  

代表 星野慎二 氏 

⑶ 男女共同参画意識の醸成を図るもの。 

  令和３年１０月７日（木） 

  全職員（部課長人権研修対象）３２名 

を目的に、多様な性のあり方等について学

ぶ。 

   令和４年８月４日(木)、１０月５日(水)  

  全職員（部課長人権研修対象） 

職員研修 １ 研修名  認知症に関する研修 

※ 新型コロナウイルスの影響により中止 

１ 研修名 認知症に関する研修 

２ 期日  令和４年１０月１１日（火） 

３ 対象  全職員（部課長人権研修対象） 

４ 講師  高齢福祉課職員 

職員研修 １ 研修名 人権啓発研修 

令和４年１月２４日（月） 

インターネットによる人権侵害防止 

 一般社団法人ｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄ総合研究所所長 

南澤 信之 氏 

全職員（部課長人権研修対象）３７名 

 

 

 

【総合戦略室】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

ユニバー

サルデザ

イン意識

啓発事業 

１ 趣旨  

  平成２０年５月に｢松本市ユニバーサルデ

ザイン推進基本指針｣を策定し、ユニバーサ

ルデザインの考え方をまちづくりの基本的な

姿勢として、さらに具体化に向け取り組みを

推進する。 

２ 事業内容 

 ⑴ 松本市ユニバーサルデザイン推進会議の

開催 

 ⑵ 一般社団法人まつもとユニバーサルデザ

イン研究会との連携事業 

１ 趣旨  

  平成２０年５月に｢松本市ユニバーサルデ

ザイン推進基本指針｣を策定し、ユニバーサ

ルデザインの考え方をまちづくりの基本的な

姿勢として、さらに具体化に向け取り組みを

推進する。 

２ 事業内容 

 ⑴ 松本市ユニバーサルデザイン推進会議の

開催 

 ⑵ 一般社団法人まつもとユニバーサルデザ

イン研究会との連携事業 

 ⑶ デジタルツールを活用した情報発信 

 

 

【地域づくり課】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

買い物弱

者相談事

業 

日常の買い物に不便を感じている人の相談に

応じ、情報の提供を実施。解決に向けて関係課及

び業者・団体等と連携して対応する。 

 令和３年度相談件数 ０件 

日常の買い物に不便を感じている人の相談に

応じ、情報の提供を実施。解決に向けて関係課

及び業者・団体等と連携して対応する。 
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【市民課】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

住民基本

台帳事務

における

支援措置 

 配偶者からの暴力やストーカー行為及び児童

虐待などの被害者を保護するため、申し出に基

づき、住民基本台帳の閲覧制限・住民票及び戸

籍の附票の写しなどの交付を制限する支援措置

を実施しました。 

 配偶者からの暴力やストーカー行為及び児童

虐待などの被害者を保護するため、引き続き支

援措置の申し出に基づき、住民基本台帳の閲覧

制限・住民票及び戸籍の附票の写しなどの交付

制限を実施します。 

本人通知

制度 

 代理人申請による住民票の写し、戸籍の謄

本・抄本の不正取得を防ぎ、個人の権利の侵害

を抑止するため、委任者本人宛の通知を速やか

に送付しました。 

また、個人情報保護の条例による開示請求にも

迅速に対応しました。 

 市民に安心や安全を提供するため、代理人に

よる住民票の写し、戸籍の謄本・抄本などを交

付した場合は、委任者本人へその交付の事実を

速やかに通知します。 

 また、個人情報保護の条例による開示請求が

あった場合には迅速に対応します。 

 

 

【福祉政策課】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

災害時 

要援護者 

支援プラ

ン推進事

業 

災害時に避難が困難となる障がい者や高齢者

等を支援するため、日常から地域で見守る体制

や、情報の共有、福祉事業者との連携体制を構築

するもの。 

１ 避難行動要支援者名簿の作成及び配付 

条例に基づき、本人から個人情報の外部提

供に対する拒否の意思表示がない限り、平常

時から町会、民生児童委員、自主防災組織など

避難支援に携わる者に名簿を提供。地区や町

会の実情に応じた見守り・避難支援体制づく

りを庁内関係課、社会福祉協議会等と連携し

て支援する。 

（令和４年４月１日現在  

名簿掲載者：１５,３３８人 

平常時の名簿提供者：１２,４３５人） 

２ 福祉避難所体制の拡充 

  福祉事業者等と連携し、福祉避難所体制等

の充実を図る。 

（令和４年４月１日現在 

２８法人７０事業所） 

 

災害時に避難が困難となる障がい者や高齢者

等を支援するため、日常から地域で見守る体制

や、情報の共有、福祉事業者との連携体制を構築

する。 

１ 避難行動要支援者名簿の作成及び配付 

平常時から地域関係者（町会、民生委員等）

に名簿情報を提供するとともに、地区の実情

に応じた避難支援体制づくりを庁内関係課や

社協と連携して支援する。 

２ 福祉避難所体制の拡充 

 避難所生活において配慮が必要な方の２次 

的避難先として、福祉避難所開設運営訓練等 

を行う。 

 

 

【障がい福祉課】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

障がい者

福祉啓発

推進事業 

１ 障害者週間に合わせたイベントの開催 

  新型コロナウイルス感染状況から、３月に

障がい者の日常を伝えるドキュメンタリー映

画の上映会を開催。オンライン参加と会場参

加含めて、１２４名の参加があった。 

２ 障害者文化芸術祭への参加 

１ 障害者週間に合わせたイベントの開催 

２ 障害者文化芸術祭への参加 

３ 障害者差別解消法の周知啓発 
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  ９月に開催され、松本市からも多数の参加

があった。出展した作品は、会場展示に合わ

せて、特設サイトにてWEB展示がされ、県内

で優秀作品展も開かれた。 

障がいスポーツ大会は、新型コロナウイル

ス感染の影響で中止となったが、松本市独自

で市長も参加し、パラリンピック採火式を行

い、障がい者スポーツ普及・啓発に取り組ん

だ。 

３ 障害者差別解消法の周知啓発 

  「信州あいサポート運動」の紹介を兼ね、

研修会を行い、障がいの種類や状況の周知啓

発を行った。 

障害者権

利擁護推

進事業 

１ 成年後見制度利用支援事業の推進 

  申立人が不在の方に対して、成年後見の市 

長による申立を３件行った。 

２ 成年後見支援センターかけはしとの連携 

  委託契約をしている成年後見支援センター 

かけはしと連携し、権利擁護に係る相談支援 

体制の充実を図った。 

１ 成年後見制度利用支援事業の推進 

２ 成年後見支援センターかけはしとの連携 

「成年後見支援センターかけはし」の運営委託 

高齢者・

障害者虐

待防止 

ネットワ

ークによ

る支援 

１ 協議会の開催（年２回） 

  関係団体等との連携、情報交換、事例検討

を実施した。協議会の事業計画に基づき、周

知・啓発を通じて、虐待防止を推進した。 

１ 協議会の開催（年２回） 

関係団体等との連携、情報交換、事例検討

を行う。また、協議会の事業計画に基づき周

知・啓発を通じて虐待防止を推進する。 

 

 

【高齢福祉課】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

成年後見

制度利用 

支援事業 

・判断能力が十分でない認知症高齢者で、成年

後見制度の利用が必要な状況にありながら申立

人がいない場合に、市長が成年後見等の審判請

求を行った。 

・審判請求件数 １０件 

・判断能力が十分でない認知症高齢者で、成年

後見制度の利用が必要な状況にありながら申

立人がいない場合に、市長が成年後見等の審

判請求を行う。また、生活保護受給者等が後

見人への報酬を支払えない場合に、報酬の助

成を行う。 

高齢者・

障害者虐

待防止 

ネットワ

ークに 

よる支援 

・関係団体の２１団体で構成する高齢者・障害者

虐待防止ネットワーク協議会（以下：協議会）

を年２回開催（７／５、２／２２） 

・関係団体等との連携・情報交換・事例検討等、

事業計画に基づく啓発事業を実施 

・市及び協議会主催で事業所向けにＷｅｂによ

る虐待対応研修会を開催（２／２５） 

・研修内容を令和４年９月３０日まで 

ＹｏｕＴｕｂｅ配信 

・関係団体への虐待防止チラシ、リーフレット配

布 

・新型コロナウイルスワクチン接種会場（アルピ

コプラザ）での虐待防止啓発ポケットティッシ

・関係団体の２１団体で構成する高齢者・障害者

虐待防止ネットワーク協議会（以下：協議会）

の開催（年２回開催予定） 

・関係団体等との連携・情報交換・事例検討等、

事業計画に基づく啓発事業を実施 

・高齢者・障害者虐待防止市民啓発講演会（２月） 

・関係団体への虐待防止チラシ、リーフレット配

布 

・虐待防止啓発活動（９月） 
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ュの配布（９月） 

高齢者権

利擁護推

進事業 

・年６回偶数月に市役所本庁舎北別棟１階相談

室で成年後見制度相談会を開催 

・成年後見制度市民啓発講演会（８／２７） 

・「成年後見制度の利用の促進に関する法律」に

基づき、市町村の責務により成年後見制度の中

核となる機関を設置するため、「成年後見支援

センターかけはし」を中核機関の機能を持つ組

織へ移行。近隣の２市５村の業務委託による広

域設置とし、制度の利用促進を図った。 

・松安筑成年後見ネットワーク協議会を年２回

（４／２１、１０／２９）開催し、関係機関と

の情報共有、連携を図った。 

・年６回偶数月に市役所本庁舎北別棟１階相談

室で成年後見制度相談会を開催 

・成年後見制度市民啓発講演会 

・「成年後見支援センターかけはし」を近隣の２

市５村の業務委託による広域設置とし、制度の

利用促進を図る。 

・松安筑成年後見ネットワーク協議会の開催（年

２回） 

 

 

【健康づくり課・保健予防課】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

自殺予防

対策事業 

１ 自殺予防対策推進協議会の開催 

新型コロナウイルス感染対策のため、８月

書面開催 

２ 相談支援事業 

自殺予防専用相談｢いのちのきずな松本｣の

開設 相談日数２４２日  

実人数８３人、延べ人数１，４６２人 

３ 気づき見守る地域づくり 

地区役員及び希望する団体への自殺予防・

こころの健康に関する講座の開催 

（１０６回 １，９０５人） 

４ 普及啓発の推進 

⑴  若い世代への啓発 

ア 中学２年生とその保護者への自殺予防

に関するパンフレット、リーフレットの

配布 

（市内中学校２年生２，５０５人とその保

護者） 

イ 中学３年生・高校３年生への啓発 

   （新生活応援レシピへの自殺予防に関す

る内容の掲載 中３: ２，４２４人、高

３: ３，０７６人へ配布） 

  ウ 小学４年生とその保護者への相談窓 

口啓発用絆創膏セット・リーフレットの

配布 

（市内小学校４年生：２，２６７人） 

⑶ 広報まつもとによる啓発 

（特集号掲載９月号） 

⑷ 自殺対策強化月間（３月）にあわせ、図

書館にて自殺予防・こころの健康に関する

テーマ展示 

⑸ 検索連動型広告の導入（７・８・１月） 

１ 自殺予防対策推進協議会の開催 

６・９・２月開催予定 

２ 相談支援事業 

自殺予防専用相談｢いのちのきずな松本｣の

開設 

３ 気づき見守る地域づくり 

地区役員及び希望する団体への自殺予防・

こころの健康に関する講座の開催 

４ 普及啓発の推進 

⑴ 若い世代への啓発 

ア 中学２年生とその保護者への自殺予防

に関するパンフレット、リーフレットの

配布 

イ 中学３年生・高校３年生への啓発 

（新生活応援レシピへの自殺予防に関す

る内容の掲載） 

ウ 小学４年生とその保護者への相談窓口

啓発用絆創膏セット・リーフレット配布 

⑵ SOSの出し方に関する教育 

⑶ 広報まつもとによる啓発 

（特集号掲載９月号） 

⑷ 自殺対策強化月間（３月）にあわせ、図

書館にて自殺予防・こころの健康に関する

テーマ展示 

⑸ 検索連動型広告の導入（通年実施） 

５ 自死遺族等への支援 

「分かち合いの会」等の周知及び会場の確保 



11 

 

５ 自死遺族等への支援 

「分かち合いの会」等の周知及び会場の確保 

エイズ・

性感染症 

予防事業 

 

 

 

 

１ 松本市エイズ・ＨＩＶ等性感染症予防啓 

発推進協議会の開催 

（令和３年９月書面開催） 

２ 協議会内に小委員会を設置し、課題を協

議・検討する体制づくり 

「こどもの教育」専門部会：３回開催 

「施設受け入れ」専門部会：なし 

３ 出前講座の実施 

  学校 ９０回、７，０４６人 

４ 施設・事業者向け研修会 

  ２回開催 

５ 街頭啓発キャンペーンへの協力 

啓発用ティッシュ配布 なし 

１ 松本市エイズ・ＨＩＶ等性感染症予防啓 

発推進協議会の開催 

  令和４年５月１９日開催予定 

２ 協議会内に小委員会を設置し、課題を協

議・検討する体制づくり 

「こどもの教育」専門部会：１～２回開催 

「施設受け入れ」専門部会：１～２回開催 

３ 出前講座の実施 

  学校他 

４ 施設・事業者向け研修会 

  １～２回開催 

 

 

【こども育成課】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

子どもに

やさしい

まちづく

り委員会 

市民・有識者等（１５名）で構成する委員会

を開催し、「松本市子どもにやさしいまちづく

り推進計画」の進捗状況の検証や子どもに関す

る施策等についての検討・審議を行っていま

す。 

委員会を４回開催し、上記計画の令和２年度

の進捗状況の検証、まつもと子どもの権利ウィ

ーク創設や子どもの権利アンケート調査の内容

の検討、審議を行いました。 

委員会を４回開催予定。 

「松本市子どもにやさしいまちづくり推進計

画」の令和３年度の進捗状況の検証のほか、同

計画の中間報告書を作成します。 

子どもの

権利相談

室「ここ

ろの鈴」 

 子どもの権利侵害に対する救済、回復を支援

するための相談室を運営しています。調査相談

員４名、子どもの権利擁護委員３名の体制で、

相談、調査、調整などを行っています。（相談

件数延べ３２７件） 

こころの鈴案内カードの作成のほか、こころ

の鈴通信を４回発行して市内の全ての小中学

生、高校生に配付して周知を行いました。 

ポスターを作成し、公共施設及び学校等に掲示

しました。 

児童センターで出前学習会を開催しました。

（１施設） 

 こころの鈴案内カードの作成のほか、こころ

の鈴通信を４回発行して市内の全ての小中学

生、高校生に配付して周知を図ります。 

児童館・児童センターで出前学習会を開催しま

す。 
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子どもの

権利の普

及・啓発

事業 

子どもの権利の普及・啓発を行っています。 

Ｒ３年度から「まつもと子どもの権利ウィー

ク」を創設し、集中的にＰＲしました。 

（１１月１５～２１日） 

・「松本子どもの権利の日」市民フォーラムの

開催 参加者１５０人 

・「まつもと子どもの権利ウィーク」の実施 

 子どもの博物館入館料の無料化、ポスターの

作成、パネル展、小中学校での校内放送、権利

ニュースの発行 ほか 

・子どもの権利学習パンフレットの発行 

子どもの権利の学習用パンフレットを発行し、

市内の全ての小中学生に配付して、授業等での

活用を依頼しました。 

子どもの権利の普及・啓発を行います。 

・「松本子どもの権利の日」市民フォーラムの

開催 

・「まつもと子どもの権利ウィーク」を実施

し、集中的にＰＲします。（１１月１４～２０

日） 

 ポスターの作成、パネル展、小中学校での校

内放送、権利ニュースの発行 ほか 

・子どもの権利学習パンフレットの発行 

市内の全ての小中学生に配付して、授業等での

活用を依頼します。 

まつもと

子どもス

マイル運

動 

 

 

 

 

 

大人と子どもが積極的に関わりを持つこと

で、共に笑顔で暮らせる地域社会を目指すた

め、登録制により「スマイルバンド」（シリコ

ン製リストバンド）を配付し、身につけた大人

が、子どもの登下校時の見守りや、笑顔で声か

け（あいさつ）などを行う事業を実施していま

す。 

新規登録者数：  ２２名 

登録者数： １，２９２名 

大人と子どもが積極的に関わりを持つこと

で、共に笑顔で暮らせる地域社会を目指すため、

登録制により配付した「スマイルバンド」（シリ

コン製リストバンド）を身につけた大人が、子

どもの登下校時の見守りや、笑顔で声かけ（あ

いさつ）などを行う事業を引き続き実施します。 

 

まつもと

子ども未

来委員会 

 

 

 

 

 

 

自主応募による子どもたち（小学校５年生か

ら高校２年生まで）４２人が、学校、地域、年

代を越えて、市政や地域の課題について学び、

自らまちづくりについて考え、市への提言を行

いました。 

市内大学生によるサポーター５名が活動を支

援しました。 

委員会１２回、施設見学、平和の集いでのメ

ッセージ発表、市へのまちづくりの提言 

自主応募による子どもたち（小学校５年生か

ら高校３年生まで）が、学校、地域、年代を越え

て、市政や地域の課題について学び、自らまち

づくりについて考え、市長への提言を行います。 

市内大学生によるサポーターが活動を支援す

るようにします。 

開催回数：１６回程度 

 

 

子ども交

流事業 

子どもの権利を推進している自治体の子ども

たちと松本市の子どもたちが交流しました。 

・福津市との子ども交流事業 

乗鞍高原で実施（２泊３日）  

参加者３０人（松本市１５人） 

意見交換会、雪上運動会、スノーシューによ

る雪山体験等 

・札幌市・奈井江町・北広島市との子ども交流

事業 

オンラインで実施（１回）  

参加者９人（松本市２人） 

内容：まちの紹介、普段取り組んでいること

についての意見交換等 

子どもの権利を推進している自治体の子ども

たちと松本市の子どもたちが交流します。 

・福津市との子ども交流事業 

福津市で実施（３泊４日）  

参加者３０人（松本市１５人） 

意見交換会、臨海体験 等 

 

 

青少年問

題・いじ

め問題対

１ ｢地方青少年問題協議会法｣及び｢松本市青

少年問題・いじめ問題対策連絡協議会条例｣に

より設置され、青少年の健全育成に関する総

１ ｢地方青少年問題協議会法｣及び｢松本市青

少年問題・いじめ問題対策連絡協議会条例｣に

より設置され、青少年の健全育成に関する総
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策連絡協

議会の開

催 

合的施策の樹立のための審議及び連絡調整を

実施しています。 

２ 構成等 

⑴ 委員数 ３０人（定数３５人） 

⑵ 委 員 会長 松本市長、関係行政機関、

学校教育関係者、保健医療関係者、有識者 

３ 開催日・内容 

⑴ 開催日 令和３年７月３０日（金） 

⑵ 内容 

ア 青少年問題に関わる取組み 

イ 子どもの権利推進事業に関わる取組み 

ウ 子どもの未来応援事業の取組み 

エ 市内小中学校のいじめの状況について 

オ 青少年ホームの取組み 

カ 薬物乱用防止啓発事業 

キ 新型コロナウイルス感染症のアンケー

ト調査結果について 

合的施策の樹立のための審議及び連絡調整を

実施しています。 

２ 開催日・内容 

⑴ 開催日 令和４年７月２９日(金)予定 

⑵ 内容 

ア 青少年問題に関わる取組み 

イ 子どもの権利推進事業に関わる取組み 

ウ 子どもの未来応援事業の取組み 

エ 市内小中学校のいじめの状況について 

オ 青少年ホームの取組み 

カ 薬物乱用防止啓発事業 

キ 新型コロナウイルス感染症のアンケー

ト調査結果について 

メディ

ア・リテ

ラシー講

座 

メディアを読み解く力の育成」をテーマに、市

内小中学校で、親子を対象にＩＴの専門家を講

師とした啓発講座を開催しています。 

令和３年度実績 

小学校 ２１校 ３，１１３人（児童等） 

中学校 １４校 ４，８０２人（生徒等） 

小中学校 １校    ８０人 

（児童・生徒等） 

児童や生徒がインターネットやスマートフォ

ンの適切な使い方やルールづくりなどを学ぶた

めの「メディア・リテラシー講座」を市内の小

中学校の児童・生徒、保護者、教師を対象に開

催しています。 

（３７講座〔３７校〕を開催予定） 

 

 

【こども福祉課】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

児童虐待

相談事業 

・児童虐待防止、予防のため関係機関との連携

を密にするとともに、迅速な対応と必要に応じ

て的確な支援の実施 

・庁内関係課等との処遇検討会議の継続実施 

  新規相談５１２件（内：児童虐待４２件） 

・児童虐待予防を目的としたペアレントトレー

ニングの提供により、子どもに対し不適切な対

応をしている親に暴力や暴言を使わずに子ども

を育てる技術を伝え、虐待の予防や回復を目指

す。 

・ヤングケアラーの家庭に対する支援等につい

て庁内関係課等と協議実施。 

  ３回実施。 

・児童虐待防止、予防のため関係機関との連

携を密にするとともに、迅速な対応と必要に

応じて的確な支援の実施 

・庁内関係課等との処遇検討会議の継続実施 

・児童虐待予防を目的としたペアレントトレ

ーニングの提供により、子どもに対し不適切

な対応をしている親に暴力や暴言を使わずに

子どもを育てる技術を伝え、虐待の予防や回

復を目指す。 

・ヤングケアラーの家庭に対する支援等につ

いて庁内関係課等と協議実施。 

要保護児

童対策 

地域協議

会運営 

 

児童虐待防止のため関係機関との連携を図
り、早期発見、早期対応を目的に代表者会議及
び年８回の実務者会議を開催 
１ 代表者会議 １回 
２ 実務者会議 ８回（内、書面開催２回） 
  （内、特定妊婦に関する会議４回／書面開

催１回） 
 

 児童虐待防止のため関係機関との連携を図

り、早期発見、早期対応を目的に代表者会議及

び年８回の実務者会議を開催 

１ 代表者会議 １回 

２ 実務者会議 ８回 
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児童虐待

防止啓発 

事業 

児童虐待防止推進月間にオレンジリボンキャ

ンペーンを実施するとともに、広報まつもとに

特集ページを掲載、懸垂幕・横断幕の掲示を実

施 

１ 広報まつもと１１月号に特集ページを掲載 

２ １１月１日～３０日に、懸垂幕・横断幕を

掲示 

３ １１月３日ながの子ども虐待防止オレンジ

リボンたすきリレー参加 

児童虐待防止推進月間にオレンジリボンキ

ャンペーンとして、広報まつもとへの特集ペ

ージ掲載、市役所本庁舎や松本駅への懸垂

幕・横断幕の掲示を実施 

１ 広報まつもと１１月号に特集ページを掲  

 載 

２ １１月１日～３０日に、懸垂幕・横断幕

を掲示 

子どもの

未来応援 

事業 

  平成２９年に策定した「松本市子どもの未 

来応援指針」に基づき、子どもの権利を侵害す 

る恐れのある状態を子どもの貧困と捉えた。 

 子どもへの食事提供に加えて、学習支援や生 

活体験等を行う居場所づくりに取り組み団体 

へ、「子どもの居場所づくり推進事業」として交 

付金を交付した。 

・実施団体数 １１団体（新規２団体） 

・実施会場数 １３会場（新規２会場） 

 

子どもの

居場所づ

くり推進

事業 

 交付金の区分に、軽食型と学習支援者加算

を追加し、新規団体及び新規会場の開設を図

り、実施地域の拡大を目指す。 

・目標会場数 １７会場（新規４会場） 

ひとり親

相談事業 

 

ひとり親家庭の総合的な相談に応じ、必要に

応じて福祉資金貸付事業や自立支援給付金事業

等の案内をするなど、自立に向けた支援をし

た。 

・相談件数 ３２６件 

 ひとり親家庭の総合的な相談に応じ、その

自立に必要な助言、支援及び情報提供を行

う。 

女性相談

事業 

女性の民情相談に応じ、その自立に必要な助

言を行った。 

・相談件数   ３４９件 

（内訳） 

夫などからの暴力・ストーカー相談件数 

６５件（ひとり親１０件含む） 

県及び警察署との更なる連携強化により、

生命の危険に及ぶおそれがある相談者の安全

確保と自立支援を行う。 

 

 

【労政課】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

職業・労

働相談 

 職業相談、雇用、賃金、労働時間、職場のトラ

ブルなど、労働関係全般にわたる相談について、

専任の相談員を配置して対応しているもの。 

１ 相談日 毎週水曜日の９時～１７時 

（土日、祝日、年末年始は除く） 

※水曜日以外は職員が対応し、必要に応じて

相談員に確認して相談に応じる。 

２ 実績 ８６件 

職業相談、雇用、賃金、労働時間、職場の

トラブルなど、労働関係全般にわたる相談に

ついて、専任の相談員を配置して対応してい

るもの。 

１ 相談日 毎週水曜日の９時～１７時 

（土日、祝日、年末年始は除く） 

※水曜日以外は職員が対応し、必要に応じ

て相談員に確認して相談に応じる。 

勤労者心

の健康相

談 

 仕事や家庭・人間関係に悩んでいる勤労者及

びその家族、会社関係者等を対象に、専門のカウ

ンセラーが相談に応じるもの。 

仕事や家庭・人間関係に悩んでいる勤労者及

びその家族、会社関係者等を対象に、専門のカウ

ンセラーが相談に応じるもの。 
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１ 相談日 毎月５回 

  定例日の１３時～１７時 

  （第１月曜日は８時３０分～１１時３０分） 

２ 実績 ７８件 

１ 相談日 毎月４回 

  第１月曜日８時３０分～１１時３０分 

  第２、第４月曜日１３時～１７時 

  第３木曜日１３時～１７時 

労働相談

支援事業 

 労使関係や日常生活での悩みなどの諸問題の

解決を図るため、ＮＰＯ法人ユニオンサポート

センターに委託して専門の相談員（社会保険労

務士など）が相談に応じているもの。 

 実績 年間相談件数４，０１４件 

労使関係や日常生活での悩みなどの諸問題の

解決を図るため、ＮＰＯ法人ユニオンサポート

センターに委託して専門の相談員（社会保険労

務士など）が相談に応じているもの。 

中信地区

労働 

フォーラ

ム 

労働諸法、労働経済情勢などの学習の場とし

て、長野県との連携により、中信地区労働フォ

ーラム（労働問題専門講演会、労働教育講座な

ど）を開催し、労働者の意識向上に努めている

もの。 

１ 開催日 令和３年８月１９日（木） 

「コロナ禍における職場のメンタルヘルス

ケア」 

  講師 長野県産業保健総合支援センター 

    メンタルヘルス対策推進員 小野育子 

２ 開催日 令和３年１０月１３日（水） 

 「労働契約等解説セミナー２０２１」 

  講師 さくら労務管理事務所 所長 

     特定社会保険労務士 北井一行 

労働諸法、労働経済情勢などの学習の場とし

て、長野県との連携により、中信地区労働フォ

ーラム（労働問題専門講演会、労働教育講座な

ど）を開催し、労働者の意識向上に努めている

もの。 

労働問題専門講演会や労働教育講座など２回

開催予定。 

 

 

【住宅課】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

市営住宅

へのＤＶ

被害者受

入事業

（緊急入

居） 

ＤＶ被害者を市営住宅へ緊急入居者として

受け入れるもの（期間３カ月、最長１年、実績

２件） 

ＤＶ被害者を市営住宅へ緊急入居者として

受け入れるもの（期間３カ月、最長１年） 

松本市パ

ートナー

シップ宣

誓者の市

営住宅へ

の入居の

受付 

松本市パートナーシップ宣誓書受領証また

は受領カードの写しをお持ちの世帯を市営住

宅の入居世帯として受け付けるもの（該当者な

し） 

松本市パートナーシップ宣誓書受領証また

は受領カードの写しをお持ちの世帯を市営住

宅の入居世帯として受け付けるもの 

 

 

【教育政策課】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

第２次松

本市教育

振興基本

計画の推

施策別主要事業の進捗状況を確認し、各事

業の確実な実施と改善、及び新型コロナウイ

ルス感染症に対応した新規の人権施策等の推

進に努めました。 

令和４年６月に策定された第３次教育振興

基本計画に沿って、引き続き施策別主要事業

の進捗状況確認を行い、各事業の確実な実施

と改善を行います。 
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進 また、令和３年度の計画期間満了を控え、

第３次教育振興基本計画の策定を推進しまし

た。市民による策定委員会を８回開催し、多

様な価値観を認め合い、松本市子どもの権利

に関する条例を大切にする学びの基本計画の

策定に向け意見交換を行いました。 

 

 

【学校教育課 学校支援室（令和３年度 学校教育課 学校支援センター）】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

学校人権

教育研究

協議会 

１ 内容 

⑴諸事業の活用について 

 ・「パラ学」について 

 ・「こどもの権利学習パンフレット」について 

⑵公開授業校の実践研究概要について発表 

⑶各校の人権教育の重点や推進上の課題に 

ついて 

２ 期日 ７月１２日（月） 

  オンライン開催 

 

人権教育

研修会 

 

 

 

１ 学校人権教育研修・連絡協議会  

  ５月３１日（月） オンライン開催 

２ 中信地区社会人権教育研修会への参加 

８月４日（水）松本合同庁舎 

３ 人権リーダー養成部落問題講座への参加 

  ８月４日（水）～８月６日（金） 

オンライン開催 

４ 学校人権教育ファシリテーター研修会へ 

の参加 

８月１９日（木） オンライン開催 

１ 学校人権教育研修・連絡協議会  

５月２７日（月） オンライン開催 

２ 社会人権教育研修会への参加 

  ７月２９日（金） 参集開催 

３ 指導方法等研究会（年4回）への参加 

①４月２８日（木）②７月２６日（火） 

  ③１２月２日（金）④２月１７日（金） 

４ 学校人権教育ファシリテーター研修会へ 

の参加 

８月１８木） 総合教育センター 

５ 学校人権教育研究協議会への参加 

７月１１日（月） 参集開催 

性の多様性等の人権に関する学校教育など 

平和を祈

る詩の朗

読会 

１ 平和を祈る詩の募集 

市内全小中学校から作品募集を行い、９５５

編の応募があった。 

（募集期間 ６月３０日まで） 

２ 平和を祈る詩の朗読会 

７月２２日（木）海の日中央公民館 

６階ホール 

３ 詩の展示発表 

７月１９日～２５日 中央公民館 

６階ホール 

１ 平和を祈る詩の募集 

市内全小中学校から作品募集を行う。募集

期間は６月末までとする。 

２ 平和を祈る詩の朗読会 

  ７月２３日（土） 松本市美術館 

冊子の作

成と活用 

１ 「教師自身の豊かな人権感覚」 

教師自身が子どもたちとの生活の中で自

己の人権感覚のあり方を省みるもの 

２ 「学校人権教育実践記録」 

学校における人権教育実践記録 

以下２つの冊子の作成と活用について周知

を行う。 

１ 「教師自身の豊かな人権感覚」 

教師自身が、子どもたちとの生活の中で自

己の人権感覚のあり方を省みる報告を編纂

する。 
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２ 「学校人権教育実践記録」 

学校における人権教育の実践を記録する。 

公開授業

の実施 

市内２校による研究及び公開授業の実施 

全市公開校 ・会田中学校 １０月２７日（水） 

      ・明善小学校 １１月２６日（金） 

市内２校による研究及び全市公開の授業を

実施する。当日の授業公開後、研究会を行う。 

・菅野中学校 １０月２５日（火） 

・岡田小学校 １１月１０日（木） 

パラスポ

ーツ出前

講座 

パラリンピアンによる「パラスポーツ出前講

座」または、「パラ学」の活用・実施希望校を募

集 

パラリンピアンによる「パラスポーツ出前講

座」または「パラ学」の活用について、実施希

望校を募集する。 

 

 

【生涯学習課・中央公民館】 

事業名 令和３年度実績 令和４年度計画・実績 

多文化

共生事

業 

地域在住の外国由来の住民を対象に、日本 

語習得の機会を提供。また、学習を通じて相

互理解を深めながら多文化共生社会の実現を

目指す。 

１ 日本語講座 

４月～１月（全２３回）延べ１５２人参加 

新型コロナウイルスの影響で、５月、６

月、８月、９月、令和４年１月、２月、３

月は休講とした。 

中央公民館の他、庄内地区公民館、松南地

区公民館、芳川公民館、波田公民館で実施 

２ 木曜午前ボランティア日本語教室 

 ４月～１月（全３２回）、延べ１６５人参加 

外国籍住民を対象に日本語取得の機会を

提供する。 

  新型コロナウイルスの影響で、８月、９

月、令和４年１月、２月、３月は休室とし

たが、代替としてスタッフによるオンライ

ンでの授業などを実施した。 

３ 松本市ヤングにほんご教室 

 ４月～２月（全７７回）、延べ１２５人参加 

 外国由来の子どもたちを対象に、日本語指

導及び教科指導、居場所づくりを行う。 

 木曜日にオンライン教室、土曜日に対面式

の教室を開催 

新型コロナウイルスの影響で、９月、1月、

２月の対面式教室は休講とした。 

４ 松本みんなのにほんご教室 

 ４月～２月（全５６回）、延べ７１５人参加 

 外国由来の就学・就労希望の成人に対して

のにほんご学習支援 

５ 「第１１回こいこい松本オンライン―多

文化共生と国際交流の祭り―」 

６月２７日（日）Ｚｏｏｍオンライン開催 

松本周辺に居住する外国籍住民・外国由来

の人を中心にした交流会をオンラインで開

地域在住の外国由来の住民を対象に、日本語

習得の機会を提供。また、学習を通じて相互理

解を深めながら多文化共生社会の実現を目指

す。 

１ 日本語講座 

４月～３月（全４８回） 

中央公民館のほか、庄内地区公民館、松南

地区公民館、芳川公民館、波田公民館で実施 

２ 木曜午前ボランティア日本語教室 

４月～３月（全４０回） 

外国籍住民を対象に日本語習得の機会を提供

する。 

３ 松本市ヤングにほんご教室 

 ⑴ ヤングにほんご教室 

   ４月～３月（全４４回） 

  外国由来の子どもたちを対象に、日本語 

指導及び教科指導、居場所づくりを行う 

 ⑵ Ｇｅｔ Ｒｅａｄｙ ｆｏｒＦｕｔｕｒｅ 

   ４月～３月（全９２回） 

  学齢期を過ぎた外国由来の青少年の就職に 

向けた 

日本語の学習支援として開催 

４ 松本みんなのにほんご教室 

４月～２月（全６５回） 

外国由来の就学・就労希望の成人に対しての

日本語学習支援 

５ 日本語ボランティアきっかけ講座 

 開催時期等未定 

 指導ボランティア不足解消に向けた基礎講座 

６ 日本語ボランティアスキルアップ講座 

 開催時期等未定 

  指導ボランティアの発展学習講座 

７ 松本国際ふるさと祭り 

「第１２回こいこい松本」 

６月１９日（日） 

松本周辺に居住する外国籍住民・外国由来
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催し、互いの文化への理解を深め、親睦を

図った。 

６ 未来へつなぐ 私たちのまちづくりの集い 

～第３７回公民館研究集会・令和３年地

域づくり市民活動研究集会～ 

 ２月２０日（日）ＹｏｕＴｕｂｅ配信又は

Ｚｏｏｍによるオンラインと対面のハイブ

リッド開催、 延べ４００人参加 

⑴ パネルディスカッション 野村ロセル

ダ氏（地域の中の多文化共生実践者） 

 ⑵ 第６分科会 多様性の中の学びと自治

～地域の担い手の育ちと違いを認め合 

う多様性のある地域づくり～ 

の人を中心にした交流会を開催し、互いの

文化に触れ、理解を深め、親睦を図るもの 

障害者

学習支

援事業 

聴覚障害者の学習支援と社会参加への意識

向上を目指すとともに、共生社会の実現に向

け、障害への理解を深め、人権・ノーマライゼ

ーション意識を醸成する。 

１ 聴覚障害者と学ぶ成人学校 

  １０月～３月（全５回）、延べ５４人参加 

 「セルフケア」をテーマに痛みを解消するエ

クササイズ「エゴスキュー」を開催 

 新型コロナウイルスの影響で、令和４年1月

開催分を３月に延期した。 

２ 手話教室 

⑴ 入門手話教室「手話はじめの一歩」 

   ５月～９月（昼・夜、各１０回）、 

延べ１６９人参加 

⑵ 中級者向け手話教室「手話で学ぶ手話」 

   手話奉仕員養成講座修了程度を対象に 

講座を開催 

１０月～３月（昼・夜、各１０回）、 

延べ１３０人参加 

新型コロナウイルスの影響で、令和４年 

1月開催分を３月に延期した。令和４年２

月、３月は夜の部のみオンラインで開催し

た。 

聴覚障害者の学習支援と社会参加への意識向

上を目指すとともに、共生社会の実現に向け、障

害への理解を深め、人権・ノーマライゼーション

意識を醸成する。 

１ 聴覚障害者と学ぶ成人学校 

１０月～２月（全５回）、募集人員：４０人 

２ 手話教室 

⑴ 中級者向け初心者向け手話教室 

   ５月～１０月（昼・夜、各１０回）、 

募集人員：１５人 

⑵ 高校生向け手話教室 

   ８月（全３回）昼のみ 

募集人員：２０人 

   手話を通じて人間関係を深め、将来に結

び付ける。 

⑶ 初心者向け手話教室 

   １０月～２月（昼・夜、各１０回）、 

募集人員：２０人 

地 域 課

題 解 決

に 向 け

た 学 習

活 動 の

展開（地

区 公 民

館） 

地区人権啓発推進協議会をはじめ、公民館委

員、学級講座の企画委員、地区担当職員などに

よる話し合いから、地域課題の解決に向けた地

域づくり学習、活動として実施 

地区人権啓発推進協議会をはじめ、公民館委

員、学級講座の企画委員、地区担当職員などによ

る話し合いから、地域課題の解決に向けた地域

づくり学習、活動として実施 

 


